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序 

 

 本研究成果報告書は 平成２７年度～３０年度 科学研究費補助金 基盤研究（C）一般  

課題番号 15K03065 日本文化における「無縁」の多様な意味に表れる日本社会の「縁」 に

おける調査研究の研究成果である。 

 

【本研究のきっかけ】 

 報告者・浅野は卒業論文の調査で東京都三宅島に赴き、そこで海難者を「無縁」「無縁仏」

と呼ぶ民俗に出会った。海で死ねば、身元が判明した人も地元住民であっても「無縁」とな

り、春の彼岸の無縁供養で供養される。この事例について「『ムエン』考 －三宅島阿古の

事例－」（浅野 1981）、と「三宅島の漁業と信仰－無縁供養と漁業信仰をめぐって－」（浅野

1991a）を著した。それまで、「無縁仏」といえば身寄りのない死者、身元不明の死者、ある

いは祀り手のいなくなった墓石を指すと考えていた報告者にとって、身寄りがあっても「無

縁仏」となる三宅島の事例は衝撃的であった。 

 その後、東京都清瀬市を始め、東京、埼玉、神奈川など関東地方では、未婚で死んだ死者

を「無縁仏」とし、盆棚の上には上がれない存在とされていることを知った。これもまた、

身寄りがあっても結婚をしていないという理由で、「無縁仏」となる民俗である。 

 以上二つの「無縁仏」は祟りやすいという共通点があった。祟りやすい霊には御霊もあり、

それと無縁仏の比較研究のため、無縁仏の研究書をいくつか紐解いた。その中で、年忌明け

の仏を「無縁仏」と呼ぶ事例を 2 例ほど知るに至った。そして、「御霊と無縁仏」（浅野 1992）

において三宅島などの海難者は「家の外で死んだ」無縁仏、未婚の死者は「家を持たずに死

んだ」無縁仏、そして年忌明けした仏を無縁仏とするのは「本人の個性だけでなく、家とい

う個性も捨てて氏神の仲間入りをした霊」と考えた。「無縁仏」とよばれる霊の共通点は

「家」から離れた霊ではないかとし、「家」概念の成立と「無縁仏」は深く関わっているの

ではないか、と指摘した。 

 しかし、この論文執筆時には年忌明けした仏を無縁仏と呼ぶ事例は埼玉県と岩手県の 2 例

（井之口 2002）を知るのみであった。報告者・浅野は、年忌明けして先祖となった霊が家から

離れると指摘しながら、年忌明けの仏は個性を捨てて先祖に融合するという民俗学の定説

との齟齬、先祖が家を離れるとはどういうことかについてを追求せず、また、全国的な事例

の収集をすることなく時を過ごしてしまった。 

 ところが、2010 年の NHK スペシャル「無縁社会～“無縁死”3 万 2 千人の衝撃」が放送

されて以降、「無縁社会」「無縁死」という言葉が一般語として多用される様になり、「無

縁」「無縁仏」の意味が「人との繋がりが切れた死者」「孤独死した人」などの意味に限定

して使用されることが目立つ様になってきた。さらに民俗学の中でも新谷（2015）が葬儀担当

者の変遷を「血縁・地縁・無縁」という語で捉えることを提唱した。新谷のいう「無縁」は

葬儀社など、死者とは全く関わりのない人が葬儀の担い手になる、という分析的な意味で使

われている。「地縁」「血縁」と同等の分析語彙として使われていることに対しては理解で

きる。しかし、先に述べてきた様に、民俗語彙の中に「無縁」「無縁仏」の語彙があり、そ

れらが意味する内容には地域的バリエーションがあるのである。民俗学の中でさえ、分析語

彙としての「無縁」と、民俗語彙としての「無縁」「無縁仏」との混同が起こっていること

を危惧するに至った。 

 「無縁」「無縁仏」の研究は、民俗学の大きなテーマであり、先祖祭祀を研究する上で重

要であることは多くの先学の指摘している所である（桜田、1960 4 頁など）。民俗語彙としての

バリエーションのある「無縁」「無縁仏」の語彙が、一般語の「無縁」に一元化されていく

方向は、日本文化研究において看過できない。 

 現代社会は文化も言語も一元化していく方向であり、それを危惧する声は多方面から上

がっている。生物多様性の重要性とともに、近年では言語多様性の重要さが指摘されてい

る。ユネスコは 2009 年に絶滅危惧言語としてアイヌ語、沖縄語、八重山語等を認定し、沖

縄語、八重山語等が単なる方言ではなく、一つの言語として文化を形成していることの重要

性を示した。振り返って日本全体（沖縄県と北海道を除く）を見れば、言語学的には日本語

に分類されていても様々な方言・地域言語が存在していた。同じ語彙でも地域ごとに異なる

意味で使われ、結果、多様な地域文化を形成してきた。一方、共通語が広められた現在、言

語（意味）の一元化が進み、地域固有の言語が消滅しつつある。文化庁も東日本大震災以後、
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絶滅危惧方言の保存に乗り出している。固有の言語が絶えることは固有の文化が消滅する

ことである─ユネスコの指摘はまさにこのことへの警鐘であり、多様で豊かであった日

本語文化が画一化されることは固有の文化の消滅を意味する。 

 このような、文化多様性、言語多様性の観点から、民俗社会で使われる「無縁」「無縁仏」

の語彙の多様性を再認識すべきであるとの問題意識の元、本研究が始まった。 

 

【本研究の研究成果】 

浅野久枝(2015)「人間学のキーワード 無縁」国立民族学博物館 

    『月刊みんぱく 2015 年 12 月号』20 頁 

浅野久枝(2016)口頭発表「『年忌明けの仏が無縁仏となる』民俗について」 

     日本民俗学会第 68 回年会 

浅野久枝(2017)口頭発表「在ペルー日系人社会の無縁供養と先祖供養」 

     日本民俗学会第 69 回年会  

本書 浅野久枝（2019）『無縁仏は先祖である』平成 27～30 年度科学研究費補助金 

     基盤研究（C）一般 課題番号 15K03065 研究成果報告書 

 

【本書の構成】 

 本書は本編と資料編の二部構成である。 

 本編では本研究によって得られたデータの分析と考察を記し、資料編では「年忌明け後、

無縁・無縁仏になる」などの民俗に関する分布図と地方自治体誌などから収集した抜き書き

データ一覧、およびペルー日系社会の無縁供養・先祖供養に関する調査報告を載せた。(本

WEB バージョンでは資料編データのうち、地図以外は載せられなかった。また、地図と写

真は第 2 章調査結果の末尾に入れた。) 
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《本編》 

無縁仏は先祖である 

第１章 はじめに 

１．研究目的 

 固有の言語が絶えることは固有の文化が消滅することである。日本文化を研究する民俗

学は、「民俗語彙」と呼ぶ地方地方で使われている語彙を丁寧に拾うという作業を続けてき

た。本研究では「無縁」「無縁仏」の語が持つ意味を、各地の文化の中での意味世界を収集

することから始めることとした。その理由は序にも書いたが、以下の様な研究目的による。 

 これまでの民俗学の無縁研究において「無縁」「無縁仏」には様々なものがあることは知

られており、先祖祭祀を研究する上で「無縁」「無縁仏」の研究が重要であることは、従来

より多くの先学が指摘している所である（桜田、1960 4 頁、伊藤 1984 162 頁、大島 1988 213 頁 な

ど）。 

「無縁」「無縁仏」には 

①身元不明の死者 

②絶家して祀り手のいなくなった仏・墓 

③成人せずに死んだ子ども、未婚のままで死んだ人 

④水死、海難死、事故死、餓死、自殺など異常死した人の霊、その霊を祀る墓・碑  

⑤亡くなって 33 年か 50 年が経ち、年忌明けした仏・霊（以下、「年忌明け無縁」と記す） 

がある。このように様々な「無縁仏」が各地に存在する。つまり、身元が分かっていても死

に方が悪かったり未婚のままに死ねば「無縁仏」になり、一方でこれまでの定説では先祖と

なるべき年忌明けの仏を「無縁仏」としているのである。決して「関係がない」「孤独」な

霊魂ではないものも「無縁仏」に含まれている。 

 ところが序に述べた様に、近年のマスメディアを中心に発信されている用語「無縁社会」

「無縁死」の氾濫により、「無縁」という語彙にネガティブなイメージが定着している。こ

れは、日本文化の基盤の一つである先祖祭祀（祖先崇拝）の中で、祀る者のいない無縁仏が、

先祖と対極の下位にあるとする固定観念に則っているからであろう。先に述べたように「無

縁」「無縁仏」は多様な意味を持つ。その「無縁」「無縁仏」の語が、「関わりがない」「孤

独な人」などの意味に一元化しつつある現況に、報告者は危惧を覚える。また、民俗学の中

でも死者とは全く関わりのない人が葬儀の担い手になる、という意味の分析語彙として「無

縁」の語が使われる様になり（新谷 2015）、民俗語彙としての「無縁」の多様性が無視される

状況に危機感を持ったのである。「民俗語彙」と呼ぶ地方地方で使われている語彙を丁寧に

拾い、日本文化を考えてきた民俗学にとってあるまじき方向である。そこで、「無縁」「無

縁仏」をめぐる民俗をあらためて見直し、全国的なバリエーションの傾向を明らかにしよう

と考えたのである。 

 「無縁」「無縁仏」をめぐる民俗の多様性を明らかにした上で、日本文化における「縁」

とは何か、さらにいえば「絆」の根元を考えること、これが研究目的の一つである。もう一

つは、「先祖」についての研究である。民俗学の大きなテーマである先祖祭祀を研究する上

で「無縁」「無縁仏」の研究は重要である。「先祖」は生者と死者の間の絆の中に存在する。

現代社会では血縁関係、親族関係の人の繋がりも希薄になり、先祖代々の墓の継承が問題と

なっている。いわゆる「無縁墓」の問題である。また、地域社会でも人のつきあいが希薄に

なり、「無縁死」という語で注目されているような孤独に生き孤独に死んでいく人々も問題

視されている。これらの問題を克服するために、日本全国の民俗の思考の中から、民俗の知

恵に学ぶことはできないだろうか。ネガティブなイメージが固定化しつつある「無縁」「無

縁仏」だが、民俗社会に伝えられてきた「無縁」「無縁仏」の全国的な多様性と実態を調査

し、明らかにしていくことで、現代社会の問題を克服する知恵が見えてくるのではないかと

考えたのである。 

 

２．研究方法 

【民俗報告書・自治体誌の利用】  

 全国の事例を収集するため、近代以降の民俗学の成果である各種の地方自治体誌、民俗報

告書、民俗誌、地方の学会誌などの記述を利用することとした。地方自治体誌、民俗誌の記
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述は、学術的なものからエッセイ的なものまであり、記述をそのまま信用できないもの、あ

るいは民俗学の定説を民俗事象として記述してあるものなど、記述の質は一定ではない。ま

た、民俗学研究者の多い県と少ない県では、自治体誌や報告書・論文の絶対量が異なる。「年

忌明け」に注目している研究者の有無によっても記述内容が変わってくる。したがって、県

立図書館で調査をした地域であっても、このデータやそれによる分布図は決して精度の高

いものとは言えない。また、仏教の宗派や修験道の影響も考慮すべきだが、それについての

記述が無い物がほとんどである。しかしながら、全国レベルの事例収集をする際にやはり自

治体誌や民俗誌を利用せざるを得ない。一方で、日本民俗学が始まって以来、多くの調査報

告書、民俗誌、自治体誌が編まれてきたにも関わらず、それらがあまり利用されてこなかっ

たことにも問題があろう。最終的には記述の質を問題にする場面も出てこようが、具体的な

個別民俗事例を丹念に集めるという、目新しくない方法を駆使して、全国的な分布や傾向を

見いだしていきたい。 

【調査地と調査の経緯】 

本研究期間中の調査地区は以下の通りである。各図書館では文献の収集調査を行った。 

平成２７（2015）年  

 ５月～７月 首都大学東京図書館 

  ８月    愛知県立図書館 

 ８月        島根県立図書館 および 松江市島根町潜戸 若年死者供養行事調査 

 ９月    山形県立図書館 および 山形県尾花沢市 墓石調査    

       宮城県立図書館 および 宮城県栗原市 墓石調査   

 １１月      岡山県立図書館 

平成２８(2016)年 

 ３月       大分県立図書館 および  大分県国東地区 墓石調査      

 ８月       ペルー国リマ市など  在ペルー日系人盆行事・無縁供養行事調査 

 ８月    宮崎県立図書館 

平成２９(2017)年 

 ２月    長崎県立図書館 および  長崎市内墓石調査 

 ８月    福島県立図書館 および  福島県南相馬市 墓石調査    

       岩手県立図書館 

平成３０(2018)年 

 ２月   愛媛県立図書館  および  愛媛県宇和島市 墓石調査 

 ３月   岩手県大船渡市・陸前高田市 墓石調査 

      青森県立図書館 

 ８月      三重県立図書館 

 

 本研究当初の目的は、各地区の「無縁」「無縁仏」は何を指し、どのような供養や行事が

行われているかを収集し、地域的なバリエーションを明らかにしていくことにあった。以前

から気にしていた「年忌明け無縁」も研究開始当初は二、三例しか存在を確認しておらず、

全国分布に興味を持っていたものの、やはり例外的な民俗ではないかと予想していた。した

がって当初は①から④の「無縁」データから、「縁」とは何かなどの分析を試みるつもりで

研究を進めていった。 

 初年度の前半は首都大学東京の書庫に収蔵されている全国の地方自治体誌を網羅的に閲

覧し、「無縁」関係の記事をコピー、収集する作業を行った。その結果、「身元不明者」「事

故死者・水難者」「子供・未婚の死者」を「無縁仏」とする事例が数多く集まったが、「年

忌明け無縁」の事例も青森県、宮城県、福島県、大分県で１例ずつ発見でき、また「年忌明

けの仏がミサキになる」とする岡山県の事例も発見できた。岡山県のミサキは様々な性格を

持っており、一言で定義はできないが、神の先触れ・お使いと捉えられたり、自殺者がミサ

キになるとされたり、祟りやすい、恐い霊とも考えられたりしている。これまでの柳田の定

説（柳田『先祖の話』）に従えば年忌が明けて死者個人の個性がなくなり先祖という霊に融合す

る、はずの霊が「無縁仏」や祟りやすいミサキになるという事例を、当初予測していたより

も多く発見した。「年忌明け無縁」の事例が例外的ではない可能性が高くなってきた。その

ため、「年忌明け無縁」の事例が一例でもある都府県の県立図書館を優先的に選択して現地

に赴き、県内の自治体誌、民俗誌、報告書、地方学会誌論文を網羅的に管見し、「無縁」に
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関わる該当記述をコピーし、収集する調査を順次行った。上記した様に、現在までに、青森

県、岩手県、山形県、宮城県、福島県、愛知県、三重県、島根県、岡山県、愛媛県、長崎県、

大分県、宮崎県の、13 カ所の県立図書館の資料を管見した。また、『全国の葬送・墓制』シ

リーズ（明玄書房）などや、首都大学東京図書館での調査から、全国の資料も少ないながら

収集した。 

 集めてきた自治体誌等の該当部分を抜き出し、内容を分類する分類番号を付した。その部

分は打ち込みのアルバイトの方達によってエクセルにデータが打ち込まれた。その分類番

号は資料編に掲載した(ダイジェスト版では省略)。予想もつかない記述が順次現れたため、分類番

号の整合性は全く取れていない。しかし、エクセルへのデータ打ち込み終了後、分類番号ご

とに集計した。「年忌明け無縁」に関わるデータは本報告書の資料編に載せた(ダイジェスト版

では末尾に目次のみ掲載)。そのデータから 9 枚の全国分布地図を作成した。また、「年忌明けの

仏を無縁仏と呼ぶ」「無縁にする」など、はっきりした記述のあるものと「年忌明け後、ミ

サキになる」とする岡山県の事例および「自分たちが分からないほど前の先祖を無縁とい

う」という事例については事例の比較的多い青森県、岩手県、宮城県、福島県、岡山県、大

分県の、県ごとの分布図も作成した。これらの地図は第 2 章末尾に掲載した。 

 以下、これらのデータからの分析を試みたい。ただし、県立図書館での自治体誌調査は 13

の県に留まっており、かつ、先に述べた様に県ごとの自治体誌、報告書の絶対数が異なるた

め、分布の状況は限定的であることをお断りしておく。 

【研究協力者】 

 現地調査において、宮城県では東北歴史博物館学芸員の小谷竜介氏、福島県では福島県立

博物館元学芸員の佐々木長生氏、長崎県では長崎大学元教授の福島邦夫氏に協力して頂い

た。各県立図書館でのデータ収集作業に関しては、立命館大学国際関係学部教授の原毅彦氏

の協力を仰いだ。氏の協力無くしては限られた日数で膨大な自治体誌からデータを集める

ことはできなかったと思う。また、分布図作成に当たっては辻本侑生氏が協力して下さり、

作図をして頂いた。 

 

第２章 調査結果 －各データの解説と分布傾向－ 

【「年忌明け無縁」以外の無縁仏について】 

 当然のことながら、①身元不明の死者 ②絶家して祀り手のいなくなった仏・墓 ③成人

せずに死んだ子ども、未婚のままで死んだ人 ④水死、海難死、事故死、餓死、自殺など異

常死した人、その霊を祀る墓・碑 を「無縁」「無縁仏」とする事例は数多く集まった。こ

れらの分布から、全国的な傾向があるのかもしれないが、今回はそこまでの分析はできなか

った。ただ、③身寄りがあっても未婚で死んだ霊 を「無縁仏」と呼ぶ地域は関東甲信越だ

けではなく、岩手県や宮城県など東北地方にも広がっていることが分かった。この「無縁仏」

は「全く関わりがない」「縁が無い」わけではなく、「家」に縁づくことが無かった人（死

者）を「無縁」としている。ただ、僧侶の関与により、「独身者や子どもの死者は無縁仏で

はない」とする傾向もあるようで、次第にこの「無縁仏」も消えつつある。③、④の「無縁

仏」の分布については今後の課題としたい。 

【年忌明け後、無縁・無縁仏になる、など 地図１】 

 現在までの自治体誌調査から、青森県、岩手県、宮城県、山形県、福島県、埼玉県、三重

県、大阪府、宮崎県、大分県、で「年忌明け後、無縁・無縁仏になる」（データ 1）事例を

見いだし、浅野自身の聞き取り調査から、福井県（小浜市）、東京都（多摩地区）にも年忌

明け無縁の事例を発見した。「餓鬼になる」とする三重県、大阪府の事例もこの地図に落と

した。また、「自分たちが分からないほど前の先祖」や「ずっと以前に死んだ人」「古くな

って記憶にのぼらなくなった先祖の霊」を無縁仏という事例（データ 3）が青森県（三戸郡）、

山形県（尾花沢市）、高知県（高知市）に分布する。岡山県では「年忌明けするとミサキに

なる」事例（データ 2）があった。先に述べた様に岡山では異常死した霊がミサキになり、

ミサキ荒神も含めて祟りやすく決して穏やかな霊ではない。「無縁仏」と同様なものと考え、

「年忌明け後、ミサキになる」事例も「年忌明け無縁」の中に入れて地図を作成した。これ

らを地図化したものが地図１である。「例外」と思われてきた「年忌明け無縁」が全国的に

分布することにまず注目したい。分布の偏りとしては東北地方と大分県に多いことがわか

る。 

 東日本の分布としては東北地方の太平洋側に「年忌明け無縁」が広く見られるが、海岸部
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に偏っているという意味ではない。東北地方の中で「年忌明け無縁」の事例が県内に広く見

ることができるのは宮城県である。宮城県では「年忌明け後、氏神になる」事例（地図５）

と重なっている。報告者が現地調査した宮城県栗原市では「年忌明けすると無縁にもなる

が、明神様（氏神）にもなり、屋敷内に明神様の祠を建てる」と言う一方で「無縁様には早

く供物を上げないと仏さまの供物が取られてしまう」との情報を得た。同じ栗原市（旧栗原

郡金成町）では「無縁様は大切にしなければならない」として家の仏よりも先に供物を上げ

ている。登米市（旧登米郡泊町）では無縁仏は「家の仏より位が上」とする一 方、仙台市

（旧宮城郡宮城町）では無縁仏に先に供えないと家の仏が食べられない（東北民俗の会 1971）と

いう。氏神になったり、位が上とされながら、一般にいわれている祟りやすい無縁仏の性格

も併せ持っている。このことについては考察で再び取り上げたいと思う。 

 また、登米市や栗原市、県境を跨いで岩手県一関市辺りでは先祖代々の墓の横に「無縁塔」

「有縁無縁供養塔」などが並立している(写真 1－3)。栗原市では「○○家先祖代々無縁之塔」

と刻まれた無縁供養塔もあった(写真 2)。これらは年忌明けの仏が出た場合に立てるようであ

る。これについては自治体誌の中には記述が少なく、今後、この民俗の分布については実地

調査によって明らかにしていく必要がある。ただ『北上町史 自然生活編』（467 頁）や『登

米町誌（第二巻）』（177 頁）には、かつては無縁供養塔ではなく、墓地の一角に石をおいて

無縁様を祀っていたとの記述もある。これに類似する事例が岡山県のハカミサキ（墓ミサ

キ）である。岡山県では年忌が明けた仏はミサキ、あるいはミサキ荒神、神になる、地蔵権

現の位に上がるなどとするが、墓の一隅に古い墓石を積み上げたり、榊を植えるなどして年

忌明けしたミサキを祀る場を作る。これをハカミサキと呼ぶが、宮城県、岩手県の墓所内に

作る無縁供養塔と似通っていることを指摘しておく。 

  西日本では大分県内に数多くの｢年忌明け無縁」の事例が分布していることがわかる。大

分県の場合、竹田市（旧直入町や久住町）のように、年忌明けの仏は無縁仏になり「五〇年

忌を過ぎた祖霊の無縁供養」を個人宅ではなく檀家合同で行っている。この事例は注目して

おきたい。 

 また、数は少ないが関東では埼玉県、近畿では三重県や大阪府にも分布していることは興

味深い。 

【年忌明け後、この世と縁切り、家の仏でなくなるなど 地図２】 

 「年忌明け後、この世と縁切り、家の仏でなくなる」などのデータ（データ 4～8）をまと

めたのが地図２である。地図２に分類したものは「この世と縁切り」「家の仏でなくなる」

「魂は消える」「仏の一生が終わる」など、「無縁」とは表現しないものの、縁がなくなる

という意味で使っている。「年忌明け無縁」と同じものと考えてよいと思われる。これらの

分布も青森県、岩手県、宮城県、福島県が多いものの、「年忌明け無縁」の事例の出ていな

い群馬県、千葉県、長野県、愛知県などの地域にも散見できるのは興味深い。  

【年忌明け後、位牌を処分する 地図３】 

 年忌明け後に様々な方法で位牌を処分する事例（データ 9～18）の分布も「年忌明け無縁」

のある県に多く分布しているが、「年忌明け無縁」の事例のない県にも数多く分布している。 

 「寺に納める」事例が最も多いが、「焼く」「流す」「捨てる」という事例も多い。焼き

ながら海に流したり、川や湖に投げ込んだり、燃やした灰を海や川に流すなど、先祖を送る

というより、祟る神を送る様な行動を取っている例が見られる。「墓に納める」という事例

の中にも、「朽ち果てるに任せる」というものもある。この点に注目しておきたい。 

 もう一点、注目しておきたいのは長崎県対馬市の事例である。年忌が明けた仏の位牌を三

界万霊塔に納めるというのは、無縁にするという意味と同じと捉えて良いであろう。これに

ついては、年忌明けの墓石の扱い（地図４）で合わせて触れることにする。 

【年忌明け後、墓石を無縁墓に納める、倒す、など 地図４】 

 年忌明け後の墓石を共同の無縁墓に移すという民俗（データ 19）は地図３の解説で述べ

た年忌明けした位牌を三界万霊塔に移すという長崎県対馬市の事例と似通っている。無縁

墓に納めるという事例は三重県に分布し、「年忌明け無縁」が１例ある福井県にも「50 年

忌後の石塔を無縁に移しても良い」事例が 1 例あった。三重県も福井県も両墓制の詣り墓の

扱いに関わる事例である。伊藤唯真は対馬市上県町湊字清水の事例を「無銘の自然石一基と

石積みがあり、三十三回忌・五十回忌を済ますと位牌をここに納めるものもあって、詣り墓

的な性格が濃厚である」（伊藤 1979、404 頁）とし、無縁墓が詣り墓的に扱われていると指摘す

るが、三重県、福井県の場合事例は年忌明けした詣り墓の墓石を共同の無縁墓に納めてい
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る。この点は注目しておきたい。 

 その他、年忌明けした墓石を倒したり、埋めたり、再利用したりする事例（データ 20、

21）は、「年忌明け無縁」のある宮城県、三重県に多く、長崎県、岡山県など、類似事例の

ある地域にも分布する。このように全国の民俗事例では年忌が明ければ魂が抜ける（データ

22）などと考え、再利用したり埋めたりして処分する事例があることも注目しておきたい。 

【年忌明け後、氏神、屋敷神などになる 地図５】 

 年忌明け後に氏神になる（データ 24）、屋敷神になる（データ 25）という事例はやはり

宮城県、福島県が多い。ただし、今後の全国調査によってはこの限りではないかもしれない。

「家の神になる」（データ 26）の他には、福井県では「ダイジョコさん」になる（データ

27）、大分県では「小一郎様」になるなどの事例がある。ダイジョコさんは先祖神であると

か、地の神（ジノッサン・ダイジゴン）ともいわれる（金田 1991）。大分県の小一郎様は、先

祖神であると同時に祟る神でもあり、家々の屋敷神になっている例も多い（染谷 1979、小玉 1994

など）。大分県は「年忌明け無縁」の多い地域で、なおかつ「無縁」と「小一郎様」の性格に

共通性があることは注目しておきたい。その意味では神奈川県の「年忌明け後、仏壇のお留

守居さんになる」（データ 32）というのは、これまで民俗学で「外精霊」と呼ばれていた霊

になるわけであり、「年忌明け無縁」と類似している。 

 その他、宮崎県や鹿児島県では「ウッガンサマになる」（データ 29）、新潟県では「オシ

ラサマになる」（データ 30）、福島県、岡山県では「権現様になる」「地蔵権現の位がつ

く」といい、先に述べた宮城県の「家の仏より位が上」とする事例との類似が見られる。た

だし、ダイジョコさん、小一郎様、ウッガンサマ、オシラサマ、権現様について、それぞれ

の地域での信仰形態を明らかにし、検討しなければ、単に「先祖神」と断定することはでき

ない。しかし、「神になる」（データ 53）と共通する意識と捉えることはできよう。 

【年忌明け後、天に昇る、遠い国へ行く、など 地図６】 

 年忌明け後「天に昇る」（データ 33）、「高天原に行く」（データ 35）、「あの世へ行

く」（データ 36）、「遠い国へ行く」（データ 38）などは、必ずしも「年忌明け無縁」の

事例の出ていない新潟県、茨城県、岐阜県、京都府、鹿児島県、沖縄県などにも分布する。

「鳥になる」（データ 34）の宮崎県の事例では「鳥になってどこかへ飛んでいってしまう」

としている。年忌明けした霊は何処へ行くのだろう。これも後で考えたい。 

【年忌明け後、土になる・地の神になる、など 地図７】 

 「年忌明け後、土になる、土に帰る」（データ 39）も「年忌明け無縁」の事例が出ていな

い千葉県、長野県、愛知県、山口県などにも分布している。「土に帰る」事例は、全国的に

調査の輪を広げれば、さらに増えるのではないかと予想している。「地の神になる」（デー

タ 40）は先に述べた福井県のダイジョコさん・ジノッサン・ダイジゴンになるという事例

の外、福島県、岡山県、宮城県にもある。が、非常に多いのが静岡県西部の遠州地方と愛知

県東部の三河地方である。これらはジルイ（同族）の地の神になる傾向がある様だが、愛知

県立図書館での調査が本研究の最初の図書館であったためデータ収集に不備があること、

また、静岡県立図書館での調査をしていないことから、細かい分析はここでは控えておく。

しかし、年忌明けの仏が神になるとしても、「家の神」ではなく「村（？）の神」「共同体

（？）の神」でもなく、「土地の神」になることは重要な問題を含んでいると思われる。そ

の他、宮城県「山で休む」（データ 41）、山形県「山の神になる」（データ 42）、鹿児島

県「シバ神・シバ仏になる」（データ 43）なども、土地の神になる事例と類似していると考

え、同じ地図に落とした。 

【年忌明け後、家の仏でなくなる・家を出て行く、など 地図８】 

 「年忌明け後、家の仏でなくなる・家を出て行く」（データ 44）は、やはり「年忌明け無

縁」の事例がある宮城県、山形県、福島県に分布している。また、報告者の調査によって「年

忌明け無縁」を一例発見した東京都立川市であるが、「33 回忌でホトケでなくなる」とい

う記述があり、「年忌明け無縁」の事例が他にもある可能性がある。立川市など東京都西多

摩地区には各家の墓石の横に、宮城県、岩手県南部と同様な無縁塔を立てている家が多い(写

真 4)。これは「子どもや未婚で死んだ人の供養塔だ」という事例を報告者の聞き取りによっ

て得られているが、「年忌明け無縁」もそれに混ざっていることも考えられる。さらに調査

を深める必要がある地点である。 

 データ 46 の「盆には年忌明け前の仏の数の箸・膳を供える」という事例であるが、宮城

県、三重県、大分県に分布する。ここから分かることは、盆に来る霊は年忌明け前の霊であ
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るということである。これも大変に興味深く、注目しておきたい。 

【盆に祀るのは無縁仏、無縁仏を精霊と呼ぶ、など 地図９】 

 一例ずつではあるが、宮城県と徳島県で、盆には無縁仏を祀るのが本分である、本来は餓

鬼棚の供養であった、という事例がある（データ 47）。また、データ 48 は三重県の事例で

あるが、餓鬼棚の前で迎え火や送り火を焚いている。また、精霊棚、ショウライダナ、盆棚

に無縁仏を迎えて祀っている事例（データ 49）が、福井県、長野県、愛知県、三重県、四国

の全県、大分県に見られる。いわゆる無縁仏を精霊と呼んでいると思わせる事例もある（デ

ータ 50）。これまで民俗学では精霊、ショウライ、オショロサンといえば「先祖」であると

してきた。しかし、民俗事例の中にはそれらを先祖ではなく「無縁仏」「餓鬼」とする地域

もあることがわかる。一方で、「年忌明け後、精霊になる」「ショウライサマになる」など

の事例は今回の調査では、今のところ一例も出てこないことも気になる点である。 

 また、三重県、和歌山県では「餓鬼もご先祖様」（データ 51）と語るムラ人の語りが採集

されている。三重県鳥羽市菅島の一例だが祖霊自体が悪しき霊の性格を有している事例（デ

ータ 52）も報告されている。盆は本来「無縁仏」を祀る行事だったのではなかろうか。 

 菅島の事例は義江明子による報告（義江 1991）であり、彼女の論については考察で再び取り

上げる。 

【地図にしていないデータについて】 

 非常に事例が多かったために分布図にしなかったものがデータ 53．「年忌明け後、神に

なる」、データ 54.「年忌明け後、生まれ変わる」、データ 55．「年忌明け後、先祖になる」

である。「神になる」のはどのような、何処にいる神になるのかは分からないものが多い。

また、「生まれ変わる」も自身の家に生まれ変わるのか、どこか別の家、別の場所に生まれ

変わるのかは記述されないものが多い。伝承者達も漠然とした「神」となったり、漠然と「生

まれ変わる」と考えていたのであろうから、それを追求することは難しい。 

 これらのデータについては全国的に分布していると思われるが、今後、地方自治体誌の全

国調査をさらに進め、最終的に集計し、分布図を作ることによって、何らかの傾向を知るこ

とができるかもしれない。しかし、今回の研究では、データを載せることだけにし、分析は

しない。また、「先祖になる」については「年忌明けした仏は個性を失って先祖に融合する」

に類する定説を載せているものも多く、果たして民俗事例なのかどうか疑わしい記述も多

いことを記しておく。 

 データ 56.の「年忌明け後、石仏になる、石仏を立てる」はほとんど山形県の事例である。

年忌明けをしたら河原などから手頃な石を拾ってきて、墓に納めて「石仏」にしたり、「石

仏になった」とする民俗である。岡山の墓ミサキの事例と類似すると考えられる。 
 データ 57.の「家を超える祖先観」については次の考察で触れることとする。 
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「年忌明け無縁」関係の分布図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年忌明け後、無縁・無縁仏になる 

△ 年忌明け後、ミサキになる 

★ 自分たちが分からないほど前の 

死者・先祖を無縁という 

地図 1 年忌明け後、無縁・無縁仏、ミサキになる、

など 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 2  年忌明け後、この世と縁切り・家の仏でなくなる、

など 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 3-1 年忌明け後、位牌を処分する(1) 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 

 

 

 

 

 

 

 



13 

 

地図 3-2 年忌明け後、位牌を処分する(2) 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 4  年忌明け後、墓石を無縁墓に納める・倒す、など 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図５ 年忌明け後、氏神・屋敷神になる 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」用いて作図 
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地図 6 年忌明け後、天に昇る・遠い国へ行く、など 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 7 年忌明け後、土になる・地の神になる、など 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 

 

 

 

 

〇 土になる 

★ 土地の神になる・ジノカミになる 

△ 山で休む 

● 山の神になる 

× シバ神・シバ仏になる 
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地図 8 年忌明け後、家の仏でなくなる・家を出て行く、など 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 9  盆に祀るのは無縁仏、無縁仏を精霊と呼ぶ 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に、 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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「年忌明け後、無縁・無縁仏、ミサキになる、など」県別分布図 
 

地図 10 青森県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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階上町小舟渡 

八戸市南郷区 

新郷村戸来 
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地図 11 岩手県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年忌明け後、無縁・無縁仏になる 

△ 年忌明け後、ミサキになる 

★ 自分たちが分からないほど前の 

死者・先祖を無縁という 
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地図 12 宮城県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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女川町高白 
大和町 

 

 

多賀城市留ヶ谷 

多賀城市八幡 

多賀城市高橋 

松島町北小泉 

名取市下余田 



23 

 

地図 13 福島県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 14 三重県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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明和町 
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地図 15 岡山県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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地図 16 大分県 
※研究代表者 浅野久枝が収集・分析したデータを基に 

研究協力者 辻本侑生が国土地理院「地理院マップシート」を用いて作図 
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【先祖代々墓石脇にある無縁供養碑写真】 
                            

 
 

写真 1.先祖代々墓石の脇にある「有縁無縁供養塔」宮城県栗原市 浅野撮影 

                                                

                                              

                                              
                                      

写真 2.先祖代々墓石脇の「○○家先祖代々無縁之塔」宮城県栗原市 浅野撮影                                      
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写真 3.先祖代々墓石脇の「無縁塔」 宮城県栗原市 浅野撮影 

 

                

   
 

写真 4.先祖代々墓石脇の無縁供養塔 東京都立川市 浅野撮影                            
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第３章 考察 

１.「年忌明け無縁」についての先学の解釈 

 「年忌明け無縁」について、先学も無視してきたわけではない。 

 最上孝敬は高知県土佐山村の水辺にまつるセイジンに無縁仏だけでなく「縁故者でも古

くなって記憶に上がらないものの霊」を含むという『土佐山民俗誌』の例を引き、「無縁仏

と極めて古い家の霊との類似」について、古い仏はこの世に禍する不安はないが「盆に重々

しく祭られるのが、位牌の存する仏だけとなってくると、弔い上げもすみ、本来ならこの位

牌も破棄されたような仏は、自然祭りの対象からはずれるので、それを無縁仏と一緒に祭ろ

うとするようになったのではないか」すなわち、仏教が比較的新しい仏の祭りに専念する傾

向が盆の祭りを支配するようになって生じた変化で、古くは新仏も古い仏も区別せずに盆

に迎えたとする（最上 1979 393 頁）。 

 これはややわかりにくい説明である。弔い上げをしたらなぜ位牌を破棄するのか、なぜ祭

りの対象からはずれるのか、がわかりにくい。ただ、「新仏も古い仏も区別せずに盆に迎え

た」という説は傾聴に値する。また、仏教の関与があったとするのは井之口章次も同様であ

る。 

 井之口は「年忌明け無縁」について、「たまたま仏教の教理が、十万億土へ行かぬ魂をす

べて無縁仏と規定したために、子孫の村のあたりで見守っている祖霊が、まちがって無縁の

あつかいを受けたものであり（中略）実は先祖様というのと同じ物なのである。」（井之口 2002 

215 頁）としている。祖霊は神となって子孫の側で見守るとする柳田の祖霊観（柳田『先祖の話』）

を前提とし、年忌明けして神になるべき霊が、仏教によって「まちがって無縁」にされてし

まったという。 

 宮城県などの年忌明け無縁の事例を数多く報告している三崎一夫は年忌明けしたホトケ

について「いずれ死者霊はこの時期を経過すると、先祖になるとか家のホトケでなくなると

いわれるように、死者個人としての人格を喪失し、個人としての年忌供養は廃止され、死者

霊の依代ともされる位牌は無用となり、墓石も倒してしまうことになる。（中略）法事に招

いた客に赤飯の引出物をすると聞いているが、要するにホトケの領域から分離されるとい

う感覚を伝えていないだろうか。」と述べ、宮城県で年忌の明けたホトケが「子孫から供養

を受けることのない死者霊」である「無縁仏」になることについて、先に引用した井之口の

文章を引いて、その解釈を踏襲している（三崎 1995、183頁）。また、彼は「寺の管理から離れ

るという感覚から語り出されたもの」との解釈も示している（三崎 1991 140 頁）。つまり、十

万億土という遠い所へ行かずに子孫の近くに留まっている魂を、仏教の解釈にのっとって

「無縁仏」としたために「先祖」になるはずの霊が「まちがって」無縁仏とされてしまった、

という解釈である。 

 しかし、今回の調査の結果に照らし合わせると、「間違い」というには「年忌明け無縁」

の事例が全国的に多すぎはしないだろうか？ 

 この他、次田圭介(1981)や高谷重夫(1995)が「年忌明け無縁」についての解釈をしているが、

両者とも精霊棚・盆棚の歴史的変遷と関わらせて述べているので、本調査データ分析と合わ

せて、次節で取り上げる。また、岡山のミサキについて微細に研究されている三浦秀宥は、

年忌明けの仏がミサキになることついて、その分布圏から「大山修験の関与があったらしく

思われる」（三浦 1990 125 頁）と述べ、さらに「無縁仏」の本来の意味について述べているが、

これも次節で取り上げる。 

 

２.年忌明けした仏が無縁仏となるのは古層の民俗なのか？ 

 地図１に示した「年忌明け無縁」の事例は、先に述べた様に宮城県と大分県に多い。分布

図から見る限り、方言周圏論に当てはめて考えれば、年忌明けした仏を無縁仏という民俗は

古層の民俗と考えることは可能である。 

 それと関わって大変に興味深い論が次田圭介と高谷重夫の研究である。次田と高谷は盆

棚の変遷を考察している。盆棚の変遷については最上孝敬も盆の祭壇変容の解釈の一つと

して、元は外で祀っていたものが家の中に移り「無縁仏やガキを祭る所とされながら、名前

は精霊棚とよんだり、ガキ即精霊とまで考えられているのなどは、古い祭りの場に古い名称

がのこったもの、すなわち移り変わりの中間の過渡的形態を示すものでなかろうか。」（最

上 1979 388 頁）と述べ、戸外の棚は元々、精霊＝先祖を祭る場だったが、家の中で祭られるよ



30 

 

うになったと考えている。喜多村理子もその変化の中で「仏教的な先祖と無縁の概念の導

入」によって「その両極化の浸透の度合いによって、盆に迎える主霊たる先祖を祭る場所が

多様化した」（喜多村 1988 166 頁）とする。 

 もともと戸外で先祖を祭っていたとする説は次田や高谷も同じである。が、元々の戸外で

無縁仏なども一緒に祭っていたかどうかについては最上も喜多村も触れていない。ところ

が、次田と高谷の論はそこに留まらない。 

 年忌明け後、ミサキになるとする岡山の事例について、次田は 

  このようにみてくると五十年忌（あるいは三十三年忌）をすぎるとミサキ様と呼ばれる

祖霊となり、祖神となるものと考えられているといえよう。それまでを「本仏」と呼び、

祖神になった仏様を「新仏」に対して「古仏」と呼ぶなら、「古仏」には、無縁仏の性

格が備わってはこないか。すなわち、抽象化され浄化された遠いご先祖様の仲間入りを

した精霊、祖神（おやがみ）様に昇華した精霊は、身近かに具体的な生活を共にした人

たちが既に存在せず、現世の人々にとっては、話に伝え聞くだけの遠い存在になってし

まう。そうすると親しく直接に感情をこめたお祀りの対象ではなくなる点が、「無縁仏」

と共通することになり同一視されるのではないか。盆の祭祀の対象は、「祀りあげ」と

なった「古仏」ではなく、数年前に亡くなった祖父母が中心、ということになると思う。

そして、主婦たちはお盆の三日間は、大切な来客をもてなすような心で、三度三度の食

事を仏様にお供えするのである。（次田 1981 118-120 頁） 

とする。すなわち、年忌明けした古い仏は身近でない、遠い存在になり、感情を込めたお祀

りの対象でなくなることが、「無縁仏」と共通し、同一視されることになったとする。次田

は「餓鬼棚」を「精霊棚」とも呼ぶ事例などから、家の外の精霊棚で 

  「新仏」「本仏」「餓鬼仏」などを含む精霊を迎え、精霊棚の前で火をたき、精霊前 

で読経がおこなわれてきたのではないか。（次田 1981 131 頁) 

ところが、盆行事の期間は短くなり、精霊棚に祀られる精霊も「無縁仏」「餓鬼仏」 

に限られてきて、精霊棚の存在意義も希薄となり、遂にはその姿を消そうとしている 

のではないか。それは床の間が設けられ、仏壇がりっぱなものになることと関連はない

か。（次田 1981 131 頁) 

  盆になると村人たちは共通の仏様として、広く、祀り手のない精霊すなわち無縁仏を祀

ったものと思う。しかしこうした無縁仏のほかにもう一つ、「無縁仏」の概念のなかに、

(二)で述べた「古仏」すなわち五十年忌をおえた祖霊が含まれていたと思うのである。

ところがいつの間にか、「本仏」は屋内の座敷の床の間で祀られるようになり、やがて

「古仏」も屋内の「本仏」の脇の方で祀られるようになるのではないか。「餓鬼棚」が

「無縁仏」を祀る棚であり、「無縁仏」が単に祀り手のない精霊であったとするには、

盆行事の中で占める位置があまりにも大きすぎると思う。（次田 1981 124-125 頁） 

とする。つまり、本来、精霊棚で新仏も本仏も餓鬼仏・無縁仏・ミサキも一緒に迎えていた

が、本仏が屋内で祀られる様になって、屋外の棚は「餓鬼仏」の祭壇となったという変遷を

指摘する。 

 さらに次田は岡山市海吉の「ミズダナ様には親族の仏様が来られる」事例（次田 1981 124 頁)

や水棚に迎える霊こそが祖霊ではないかと思われるとする鶴藤鹿忠(1990 79 頁)の説を引き、

「古仏」や親族の霊をも含む「先祖」を屋外の棚で祀ったのが本来の盆行事であったと説く

（次田 1981 128 頁)。 

 同様の論を高谷も展開する。高谷は精霊棚の名称、位置、祀られる霊を細かく集め、本仏

と無縁仏の混淆が岡山県、鳥取県を含む多くの県で見ることができることを指摘し、 

  精霊は盆に来る霊を指す語とするのが一般的であるとすれば、このような現象は、現在

無縁・餓鬼の棚とされる戸外の棚が実はもと本仏の祭壇であったことを物語るもので

はなかろうか。先年、和歌山県那賀郡貴志川町井ノ口で、餓鬼（庭の棚に祀る）も先祖

のうち、という話を聞いたがこれも同じ所から来た伝承であろうか。（高谷 1995 33 頁） 

という。「年忌明け無縁」についても高谷は述べており、 

  一定の年忌を過ぎた祖霊を無縁仏とする例としては、高知県土佐郡土佐山村では、水辺

の棚に祀る無縁仏は、古くなって記憶にのぼらなくなった先祖の霊だといい、大阪府堺

市鉢ヶ峯では五十年忌が過ぎると御先祖様も餓鬼の所に行ってもらうといって、納屋

の横の餓鬼棚に祀った。このような説が起こったのは、本来戸外の棚が先祖祭りの祭壇

であったという感覚が、なお残っていた故であるまいか。（高谷 1995 39 頁） 
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 つまり高谷は「本来戸外の棚が先祖祭りの祭壇であった」とし、年忌明けの仏を無縁仏と

するのは、その古態の民俗の残存と解釈した。盆棚から仏壇へという変遷には異議を唱えて

いるヨルン・ボクホベンも「現在、先祖・新仏・無縁仏（餓鬼）とはっきりと区別されてい

る三種類の霊魂はいつも区別されていたとは考えがたい」とし、江戸初期の位牌の出現と普

及以前の「霊魂の身分や区別が明らかでなかった時代には、すべての霊魂が念のために家屋

の外に祀られたと考えられる」（ボルクホベン 2005 200 頁）という。 

 従来、盆に来る霊、すなわち先祖の霊、新仏の霊、無縁仏の三つのうち、無縁仏が新仏と

類似するものと考えられ、本仏とそれに対する新仏・無縁仏の二つの系列に分けて「この両

者の間には大きな隔たりがある」としてきた。この説に対し「はたしてこのように区別が存

するものであろうか」と高谷は疑問を呈している。さらに今回の調査でも出てきた事例だ

が、「無縁様は大切にしなければならない仏」「無縁仏は家の仏より位が高い」あるいは「無

縁仏には先に供えないといけない」「無縁仏は意地汚い」などの事例（東北民俗の会 1971）は、

「この話の重点は、本仏よりも餓鬼・無縁仏にこそ先に献供すべしというところにあろうか

と考えられる。」（高谷 1995 37 頁）と解釈する。三浦も 

  ガキボトケを祀らないと先祖の仏に供えた供物を「ガキボトケがうらやんで、先祖の仏

の口に入らぬ」などというが、ガキボトケという観念は今は「無縁仏」、供養する人の

ない精霊の意味の信仰が支配的であるが、本来はこうよばれている精霊こそ祖霊であ

って、これに後に御霊信仰や変化零落したミサキ信仰が付加されて、供養者のいない浮

遊霊、故なく横死した怨霊を指すことになったように思われる。(三浦 1990 125-126 頁) 

と述べている。これら次田や高谷や三浦の見解に、報告者も同感である。今回の調査でも「餓

鬼もご先祖様」とする事例は三重県鳥羽市菅島で見つかっている。地図９でまとめたデータ

47～51 の分析で書いたように、「盆は無縁仏を祀るのが本分」（データ 47）もこの説を補

完するデータであろう。無縁仏を精霊と呼んだりショウロダナに無縁仏や餓鬼を祀ったり

する事例（データ 50）は、東京都（大島）、福井県（三方郡）、長野県（東信地方）、徳島

県（徳島市）、香川県（豊島など）、大分県（大山町）にある。これらのデータからは、本

仏・新仏と古仏（名残年忌明け無縁）、餓鬼仏（無縁仏）が集合した霊を盆棚で一緒に祀っ

ていた民俗の名残と解釈することは可能であると考える。 

 以上の様に、次田も高谷も盆の間に戸外に作られる棚が、無縁仏・餓鬼をまつる棚ではな

く、本来的には集合した「先祖」を祀る祭壇であるとする。そして高谷は、本仏と新仏・無

縁仏は区別できないのではないかと指摘し、三浦はガキボトケ・無縁仏と呼ばれる精霊こそ

祖霊である、とする。先に紹介した様に、次田は盆に祀られる「先祖」の中に「古仏」すな

わち「年忌明け無縁」、さらに親戚の霊まで含むと考えている。 

 親戚の霊まで含むという民俗については、高谷が「もらいまつり －盆行事の一問題－ 」

（高谷 1995）の中で和歌山県、奈良県、大阪府に、新盆の際に死者と関係する家でも棚を作っ

て祀る民俗を取り上げている。妻の実家の姑、婚出した妹、あるいは甥や姪、婚出した者の

連れ合い、婿養子に行った先の養父など、家の主人とは血が繋がっていない死者まで祀る（高

谷 1995 81-82）。亡くなった最初の盆だけに限るとはいえ、いわゆる「家の先祖」ではない人々

の霊を盆に祀っているのである。 

 本研究の調査によって明らかになった「年忌明け無縁」が全国に分布する可能性が高いも

のの、先にも述べたが、その密度の濃さからいって遠方一致の分布が見られ、方言周圏論を

適用すれば、古い民俗の可能性があることが指摘できる。そしてそれは次田や高谷が指摘す

る様に、盆には古い死霊も新しい死霊も直系ではない死霊（客仏）も無祀の霊もすべて一緒

に戸外の祭壇で祀られていたのが古い形であるとする推論が成り立つ。 

 そう考えると、「盆には年忌明け前の仏の数の箸・膳を供える」（データ 46）事例は、次

田や高谷の論に乗れば、記憶に残る死者の霊だけが屋内の祭壇に祀られ、古仏や客仏やいわ

ゆる無縁仏が戸外の祭壇においてけぼりにされた段階の民俗ということが可能である。 

 

３.年忌明けの仏は家の先祖になるのだろうか？ 

 データ 55 の「年忌明けの仏が先祖になる」は、これまでの民俗学の定説であり、伝承が

多いことは当然である。また、「神になる」（データ 53）も数は多い。これらは死者の霊は

年忌を繰り返されることによって清浄な霊魂になり、先祖の霊＝神となって、近くの山など

から子孫を見守るという祖先観を裏付ける伝承といえる。 

 しかし、年忌明けした仏が何処へ行くのか、何になるのかについて、全国の事例の中には
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様々な伝承がある。地図６に載せた「天に昇る」（データ 33）「高天原に行く」(データ 35)

「あの世へ行く」(データ 36)「遠い国へ行く」(データ 38)という事例は「家の先祖」にな

るというには違和感がある。「鳥になる」(データ 34)では「鳥になってどこかへ飛んでい

ってしまう」（宮崎県）のであり、データ 44「家の仏でなくなる・家を出て行く」では、家

から離れる、どこかへ行ってしまうというのである。 

 それに関係して注目すべきは、年忌明けした仏の位牌や墓石の扱いである。地図３を見る

と年忌が明けると家の中の仏壇から位牌を出してしまう例が広い範囲でかなりあることが

分かる。「繰り位牌に入れる」（データ 18）や「天井に上げる」（データ 17）は家の中に

置き続けると考えても良いが、それ以外は捨てたり流したり燃やしたり、燃やした灰を流し

たり、墓に埋めたり墓の前に置いて朽ち果てるに任せるなど、祟り神を送るかのような伝承

は、そのような民俗のない地域の人にとってはショックを受ける扱いに思うかもしれない。

データ 15 のように「三界万霊塔に納める」というのは「年忌明け無縁」の民俗と同根のも

ので、年忌が明ければ無縁になり家からは離れると考えて良かろう。墓石についても地図４

を見ると、年忌明けした仏の墓石からは魂が抜け、墓石を倒したり埋めたり、再利用したり

している。そして、年忌明けした墓石を無縁墓に納める事例は福井県、三重県にある。現在、

墓石を永遠に保持して祀り続けていかねばならないということが一般常識化している様に

思われるが、このように全国の民俗の中には年忌明けした仏の位牌や墓石は処分しても問

題がないとする事例があるのである。 

 これらの事例から導き出せるのは、年忌明けした仏は家から離れるのではないか、という

ことである。家の墓からも解放されてしまっているのではないか。白石昭臣は「祖霊もまた、

特定の家のものではなく、没個性的な祖霊である」（白石 1993）と家から離れると述べている。

年忌明けした仏は個別の「家の先祖」にはならないのではないだろうか。 

 

４．「家を超える祖霊観」 

 報告者・浅野は「御霊と無縁仏」の中で、年忌明けした仏を無縁仏とするのは「本人の個

性だけでなく、家という個性も捨てて村の氏神の仲間入りをした」ためであり、時間を経る

ことで「家」の外に出てしまった霊であるから「無縁仏」と呼ばれる、と指摘した（浅野 1992、

53 頁）。しかし、家を離れて「村の氏神になる」と簡単に言ってしまって良かったのだろう

か。 

 これについて小馬徹（小馬 1986）の分析は示唆に富んでいる。大分県には年忌明けした仏が

無縁仏になるほか、小一郎様になりヤネと呼ばれる屋敷林・藪荒神に落ち着くとする事例が

ある（データ 1、データ 28）。と同時に墓石を倒したり、位牌を捨てたり家の外にある藪荒

神の傍らへ置くという事例もある。小馬は日出町の事例から「ホトケとは、まだ年忌供養が

行なわれ、家屋内の仏壇に位牌が祀られている個性的で具体的な先祖、言い換えれば、まだ

ウチなる存在として留まっている先祖」とし、「年忌供養が終った先祖とは、個人名で呼ば

れることによって家の成員の間で個性がある存在として認知されている個別的な先祖であ

ることを止め」「墓を去って」「ウチとソトの境界である藪」におさまり「個性を失なった

集合的な先祖に編入された先祖」とする（小馬 1986 365～368）。すなわち、先祖を「（近い）

先祖」と「集合的な先祖」の二つに分けて考えている。これ自体は柳田が示した、未だケガ

レを帯びた死者の霊魂（死霊）と最終年忌が済み個性を失った集合的霊体、の二つに合致し

ているが、「集合的な先祖」が「墓を去って」「ウチとソトの境界である藪」に納まってい

るという指摘は興味深い。「集合的先祖」は家を緩やかに離れているともいえる。これを今

回のデータに当てはめると、墓所脇や隅に祭られるハカミサキ（岡山県）や無縁供養塔（宮

城県・岩手県）の事例も、「年忌明け無縁」がウチとソトの「境界」に祀られていると見る

こともできる。 

 しかし、残念ながら小馬は「集合的な先祖」が「家の先祖」に入るのか「一統」すなわち

同族集団の先祖になるのかは明記していない。「人は、自分や自分の家を、一統や一統の序

列階層的な連合体である部落の秩序の中にはめ込む」と述べていることから、「一統」だけ

でなく「一統の序列階層的な連合体である部落」の先祖、まで想定しているとも読める。 

 さらに興味深い指摘を義江明子が行っている。義江と田中真砂子は三重県鳥羽市菅島の

両墓制の石塔を悉皆調査し、 

  掘りだされたものは自分の家の直接の先祖でなくても何の区別もなく区画内で祀ると

いう詣墓古石塔の扱い、分家に際して古い石塔（最古石塔でさえも）から順に分け与えて
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いくという分与石慣行、埋墓・詣墓の新区画にたつ無銘自然石（立石・膳石）への“先祖”

供養、およびそれと各家門内ガキ棚との共通性、などにみられるように、家毎の区画は決

して排他的なものではなく、石塔は個別具体的祖霊のよりしろとしての意味を持ってい

ない。それは家の先祖の背景に（村の）集合的祖霊が厳として存在しているからであろう。
（義江 1991 44 頁） 

と述べている。 

 「家の先祖の背景に（村の）集合的祖霊」が存在するという指摘は、報告者・浅野の「年

忌明け無縁」＝「家を離れて村の氏神の仲間入りをした先祖」という解釈や、小馬のいう「集

合的先祖」とも共通する。義江はこうした祖先観を「家を超える祖霊観」とし、 

  現在みる集合的祖霊観を生み出した直接の要因は中世惣結合～近世村落共同体の再編

にあるとしても、その背景として、家を超える祖霊観の普遍的存在を日本の基層信仰の

問題として考える必要があるのではないだろうか。家の永続性と先祖供養の一体的関

係を明らかにした柳田の仕事（柳田国男 1946）以来、日本社会における祖先祭祀の研

究は“家”の特質の解明と不可分のものとしてすすめられてきた。両墓制研究も例外で

はない。近世初頭の石塔を伴う詣墓の成立は､庶民における“家の成立＝先祖祭祀の成

立”との密接なかかわりのもとに理解されてきた。詣墓成立以前には庶民層はたんに死

体を遺棄するのみで祖先祭祀は存在しなかった、とする見方はそこから必然的に導き

だされるものといえよう。しかし、詣墓以前、“家”成立以前から、集合的祖霊に対す

る死霊供養として“先祖”供養は庶民層においても行われていたのである。決してステ

テいたのではなかった。近年、古代・中世史研究において、“家”成立以前、“家”成

立過程の具体的解明がすすみつつある。菅島においてみられた“家を超える祖霊観の普

遍的存在”は、こうした近年の“家”をめぐる研究成果ともあわせて、柳田以来の問題

設定の枠組みを問い直し、“家”以前の祖霊観を具体的に考察していく上での重要な手

がかりを与えるものであろう。また、“家を超える祖霊観”が“家”成立後にも再生産

され厳として存在し続けることは、実は“家”そのものについての見直しをも迫るもの

なのではないだろうか。（義江 1991 45 頁） 

とする。「家を超える祖霊観の普遍的存在を日本の基層信仰の問題として考える必要」があ

り、柳田以来の問題設定の枠組みを問い直す重要な手がかりであるとする指摘に報告者は

同感するものであり、本報告でも「家を超える祖霊観」、「家を超える」の語を以後使わせ

て頂く。 

 「“家”成立以前から、集合的祖霊に対する死霊供養として“先祖”供養は庶民層におい

ても行われていた」という指摘は、先に触れた次田や高谷がいうような、盆には古い死霊も

新しい死霊も直系ではない死霊（客仏）もすべて一緒に祀られていた「先祖」が古層である

とする指摘と合致するのではなかろうか。家制度が確立し、直系の、血で繋がっているとい

うイデオロギーで作られた「家」が一般的になっていった段階で、「先祖」に含まれる霊が

限定的になっていったのではないか。しかし、その段階になっても民俗の伝承の中に「年忌

明けした仏は無縁仏になる」などの家に限定されない先祖の姿が残ったのではなかろうか。

データ 57 に載せた事例をみると、年忌明けの仏を無縁仏とする北会津村では、お盆の墓参

りには墓の入り口の無縁仏の碑にお参りしてから各自の墓を詣っており、同じく「年忌明け

無縁」の多い大分県では地縁的関係の人々によって「無縁供養」という先祖祭を行う地域が

結構ある。今回は施餓鬼のデータも収集したものの、本報告にはデータも載せられず、また

分析もできなかったが、「施餓鬼」という名で「先祖」を祀る行事をしている民俗も愛媛県

などで見ることができた。 

 「先祖」はもともと「無縁仏」で総括される様な、広い範囲の霊魂、「家を超える」「集

団的」な霊だったのではなかろうか。和田文夫は「『ムエンサン』は共同体の祖霊」と題し

た新聞記事で「我々下々の間で、銘々に墓を持ち、位牌を持つようになるのはそう古いこと

ではあるまい。（中略）盆と彼岸、それは森羅万象の筋目の機会ととらえ、だれかれなく共

同体の祖霊を祭った。そこには無縁の仏などなかったのではあるまいか」（和田 1991）と述べ

ている。根拠を示して論じているわけではないが、和田も盆や彼岸で祭られる祖霊は家を超

えた集団的な霊と考えている。 

 「先祖」が家を超える集団的な霊であったという説を補完する考え方として、中込睦子の

指摘も重要である。中込は関東から中部地方にかけて分布する位牌分け慣行について「地域

的な多様性」と位置づけた上で、「家の枠組みをこえて妻方・母方先祖をまつる慣習」は「従
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来一般的と考えられてきた家の先祖祭祀とは異なる先祖観、系譜認識に基づくものと考え

られる」とする。さらに 

  少なくとも家の永続化を志向する意識とは異なる家族理念に基づく先祖の観念が日本

社会に広範に存在してきたことをうかがわせる。家の連続性への志向とこうした妻方・

母方先祖の祭祀の並存状況をどのように理解するか、また家の連続性を必ずしも志向

しない家族の形態における先祖観の実体の解明は、今後の大きな研究課題である（中込

1999 58 頁）。 

と指摘している。双系（共系）的な祖先祭祀についてはさらに先学の研究を検討しなくては

ならないが、西南日本の家族においても双系的先祖祭祀の伝統もある（上田 1999 959 頁）。双

系的先祖観は「地域的偏差」なのか、あるいは古層の民俗なのか？本研究に照らし合わせる

と、「家を超え」、父方も母方も、あるいは家から離れて「無縁」となったもっと広範囲な

「集団的な先祖」がそもそもの「先祖」だったといえるのではないだろうか。 

 

５．「無縁」の語について 

 現在「無縁」という語は「関わりがない」「孤立無援」の意味で使われ、「無縁仏」とい

えば「無祀の霊」、祀り手の無い死者の意味で使われている。これまでの無縁仏についての

民俗学研究でも「何らかの方法によって『差別されている』こと自体が無縁仏を定義づける

指標の最大公約数」（藤井 1979 381 頁）との解釈がメインであったことは否めない。 

 しかし、中世では無縁の語は「釈尊無縁の大悲のように無限無差別平等の意に使われるこ

とがあった」（高谷 1995 56 頁）し、「無縁の慈悲」とは仏と結縁していない者まですべての人

を平等に救う仏の大悲（最大の慈悲）である（藤井 1979、浅野 1991b）。『日本国語大辞典』にも

「②特定の対象がないこと。対象に対して区別がなくすべて平等であること。また、その区

別されない対象。」とある。また、仏陀のみに直結する仏道の理想を意味する語として、「自

由」にも近似する言葉としても用いられた（網野 2000 658 頁）。「無縁仏」の語について髙谷

は 

  法界という語と結んで、無縁法界、すなわち全世界一切の精霊を指す例が多いが、無祀

の霊という意味には使われていない。近世でも本来はこの意味に用いられたものと思

うが、それがいわゆる無縁さんを指すようになったのは、むしろこの語に対する誤解で

あったかと思われる。（高谷 1995 56 頁） 

と述べており、「無縁仏」は無祀の霊ではないとする。「平等」「自由」の意味がある。「年

忌明け無縁」は家から自由となったすべての霊＝先祖という意味で使われていたと推測す

ることも可能ではないかと考える。 

 研究目的の部分で上げた５つの無縁仏の共通項は、かつて報告者が述べたように、やはり

「家の外」であろう（浅野 1992）。①身元不明の死者＝家が分からない死者 ②絶家して祀り

手のいなくなった仏・墓＝家がなくなった死者 ③成人せずに死んだ子ども、未婚のままで

死んだ人＝家を作ることができなかった死者 ④水死、海難死、事故死、餓死、自殺など異

常死した人＝家の外で死んだ人 そして⑤亡くなって 33 年か 50 年が経ち、年忌明けした

仏＝家からゆるやかに解放された霊である。家制度が確立していく過程で、「家の先祖」を

明確にし、「有縁」に対する狭義の「無縁」が一般的に使われるようになった一方、古層の

民俗であった「家を超えた先祖」を祀る人々にとっては、「家の先祖」であっても「家から

は自由になる」という意味で、「無縁」の語の古い用法を用いて「年忌明け無縁」を「無縁

仏」と呼んだのではないだろうか。 

 これは全くの推論であり、歴史的文献などの検証を行っていない。今後、この方向の研究

を深めていく必要がある。 

 また、調査結果の章でも記述したが、③未婚の死者を無縁とする地域や、④異常死を無縁

（ミサキ）とする事例についても、今回の調査で膨大に集まり、データベース化は行ってい

るが、その分析は行うことができず、データも本報告書に載せることはできなかった。ただ、

未婚の死者を無縁とするのは関東地方といわれているが、今回の調査で東北地方まで広が

っている可能性が出てきた。また、関西でも「無縁」ではないが未婚の死者が「餓鬼」とな

っている例もある。これについては全国レベルでの調査が終わった後にあらためて分析を

すれば、それらの地域的偏差も現れてくる可能性がある。異常死者を無縁（ミサキ）とする

民俗についても同様で、地域的偏差があるものかどうか。御霊信仰との関わりもあり、今後

もデータ収集を続け分析をしていくべき課題と考えている。 
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６．血縁で繋がっていない集団の先祖祭祀 －在ペルー日系人社会の先祖供養－ 

 本報告書の資料編末尾に「在ペルー日系人社会の無縁供養と先祖供養」の調査報告を載せ

た(ダイジェスト版では省略)。詳細はそちらを参照されたいが、「家を超える祖霊観」に相通ずる

民俗があるので、ここで簡単に報告しておく。 

 ペルー日系人社会では、初期日系移民を埋葬した墓を大切にしている。初期日系移民の墓

地は無数にあるが、現在、ペルー日系人協会によって重視されている墓は①カニエテ市カ

サ・ブランカ墓地 ②カニエテ市 サン・ヴィセンテ墓地 ③スーペ市 サン・ニコラス墓地 

の３カ所である。ここにはすべて「無縁塔」「慰霊塔」が作られている。それとは別にカニ

エテ市には慈恩寺と称する南米最古の仏教寺院がある。盆や彼岸には墓地と寺で法要が行

われ、多くの日系人、日本人学校の生徒が法要に参加している。参加する人々の中には 1 世

の人もいる。つまり、自分の先祖はそこには入っていない。にもかかわらず、法要に出席し

ている。それは「初期の移民の人たちが犠牲を払い、苦労をしてくれたからこそ、今の日系

人の地位をペルー国内で作ることができた」のだから、日系人全体で祀って行かなくてはな

らないと考えているからである。 

 また、慈恩寺の地下のスペースには子孫を残せなかった人の遺骨や何らかの理由で埋葬

されなかった遺骨も納められ、祀る人のいない位牌も数多く納められている。が、同時に子

孫がいる人々の遺骨も位牌も納められている。盆の法要にやってきて、位牌をなでている姿

もしばしば見ることができた。すなわち、血が繋がっている人も繋がっていない人も、ペル

ー日系人であればすべての人を祀るのが慈恩寺であり、無縁塔の前や慈恩寺で行われる法

要は日系人すべての人を祀る行事なのである。彼らは「先祖」という言い方はしておらず、

3 世、4 世の中には「家」意識などは継承されにくくなっているが、日系人全体の先人達の

霊を皆で祀る場によって、「日系人」の絆を強固にし、求心力を高めている。報告者はここ

に「家を超えた祖霊観」を見ることができる様に感じた。 

 血縁を基礎とする家制度が確立する以前の日本社会も、このような段階があったのでは

ないか。同族なのか、地縁集団なのか、あるいは労働集団なのか分からないが、その集団の

物故者を「先祖」として皆で祀っていたのではないか。在ペルー日系人の事例はそのような

ことを考えさせられる事例である。本報告の議論の参考資料としてこの事例を報告してお

く。しかし、先祖祭祀の歴史については膨大な議論（赤田編 1991 など）があり、その検討無く

してこのようなことを言うのは無謀である。今後、研究を進めねばならない。 

 

第４章 結論と今後の課題 

１．無縁仏は先祖である 

 本研究は民俗語彙としての「無縁」「無縁仏」のバリエーションの追求から始まった。当

初は年忌明けの仏を「無縁」「無縁仏」とする事例の多さに驚きながら調査を進め、本報告

では「年忌明け無縁」と年忌明けの仏の有り様に焦点を当てることとなった。「年忌明け無

縁」の事例を集めた結果と、年忌明けの仏に関する先学の論考などと総合して考えた結果、

「先祖」はもともと「無縁仏」で総括される様な、無祀の霊も家の古仏も含む広い範囲の霊

魂、「家を超える」「集合的」な霊であったという仮説を提唱したい。それをあえて「無縁

仏は先祖」として問題提起したのである。 

 今回見てきたように、「先祖」は直系の、血のつながりのある仏ばかりではなくさまざま

な無縁仏まで含むのではないか。「家を超える祖霊観」「家の永続化を志向する意識とは異

なる家族理念に基づく先祖の観念」を指摘する先行研究があったにもかかわらず、先祖は

「家の先祖」とする考えが定説となっており、「年忌明けの仏が無縁になる」ことはほとん

ど注目されず、「無縁仏が先祖」に類する議論が取り上げられることはほとんどなかった。

「無縁仏」が画一化され、ネガティブなイメージが定着しつつある現代こそ、「無縁仏」を

再考すべき時であろう。 

 

２．先祖祭祀の再検討の必要性 

 これまで先祖祭祀の民俗学的研究は、33 年忌を過ぎ「一定の年月を過ぎると、祖霊は個

性を捨てて融合して一体になるものと認められて居た」、「先祖という一つの力強い霊体に

融け込」むという柳田の説（柳田『先祖の話』）に根拠をおいてきた。その『先祖の話』の中で、

柳田は「年忌明け無縁」については触れていない。その頃までに「年忌明け無縁」の事例を
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柳田の耳に入れる人がいなかったのかもしれない。あるいは、あえて無視をしたのだろう

か。柳田の説に添う形で、年忌明け無縁は「まちがい」とする井之口の解釈も生まれている。 

 柳田は、「先祖」というのは「家の先祖」と考えていたのかどうか。あるいは「村の先祖」

と考えたのだろうか。柳田以降の先学も「個性を失った先祖」の語を使っていても、この点

に触れていないことが多い。しかし、本報告では柳田の考えた「先祖」およびその後の先祖

祭祀の検討をすることはできていない。ただ、柳田の考えた「家」が、労働集団としての「家」

であったとすれば、必ずしも血縁イデオロギーで繋がる「家」の先祖ではないのかもしれな

い。竹田聴洲は「家を系譜関係という時、直系傍系を併せた全系譜関係に於いてこれを見な

ければその本質を充分に捉える事が出来ぬ」（竹田 1993 208 頁）と述べ、核家族ではなく同族

団としての家を想定しているが、あくまでも同族団としての「家」であり、双系的家観念は

ここには入らない。先にも述べたが、「家の先祖」といったときの「家」は何かを再検討し

ていかなくてはならない。 

 また、「家を超える祖先観」(義江 1991)を導き出したのも両墓制の研究であったが、岩田重

則もサンマイの埋葬方法は「非家原理」であると指摘し「石塔墓地が家別の区画によること、

先祖代々墓をもつこと、この家原理についても、サンマイに対して後発的形成」であり、両

墓制から「祖霊」信仰を抽出することはできない、とする(岩田 2018 296-297 頁)。これら、両

墓制に関わる議論も含め、柳田のいう「先祖」やその後の先祖祭祀研究の再検討をしていか

ねばならない。 

 今回は年忌が明けた仏を取り上げてきたが、年忌法要の歴史については全く触れること

ができなかった。ただ、年忌法要の年数が時代と共に長くなっていることは確かのようであ

る（勝田 2012、小川 2016 他）。この点の検討も必要であろう。また、三浦(1989)が指摘していた修

験道の関わりも今回は検討していない。これらの問題も今後考えていかねばならないと考

えている。 

 

３．「集合的」祖霊の範囲を検討する必要性 

 「集合的」「集団的」という言葉を使ってきたが、その範囲についてはまだ検討が不足し

ている。家の死者の集合体なのか、家の外の死者をも含む集合体なのか。何処までを含むの

か、どのような集団の死者を含んでいるのか、追求しなければならない。義江も「（村の）

集合的祖霊」と、「村の」にカッコをつけて記述している。「村」あるいは小馬の言う「部

落」の先祖として良いのかどうか。ましてや「共同体」の先祖、「地縁」の人々の先祖、と

いう言い方が妥当かどうか、検討すべきである。ただ、「年忌明け後、地の神になる」（デ

ータ 40）は「家の神」でも「共同体（村？）の神」でもなく「地の神」になることに注目し

たい。「地縁」と言えるかどうかは難しい所だが、少なくとも人々が住む土地という範囲を

想定することはできる。「集合的」祖霊の範囲については「家とは何か」「家の成員」の問

題とも絡めて議論する必要があると考えている。この点についても本報告では追求するこ

とができていない。今後、追求すべき課題である。 

 

４．盆に来る霊の再検討の必要性 

 盆に来る精霊については、次田や高谷の説を引いて述べてきた。今回の調査では盆棚・精

霊棚・餓鬼棚の記述も集め、データベース化は行ったが、ショウロウダナに無縁仏や餓鬼を

祀ったりする事例（データ 50）のみピックアップして載せた。その他の盆棚・精霊棚につ

いてのデータを載せることはできなかった。これについては高谷(1995)や喜多村(1988)の論考

内に上げられた精霊棚の事例も含め、さらに全国的な事例を集めて検討する必要があると

考えている。これまでの定説である精霊・オショライサン＝先祖 としてしまって良いのか

どうか、現在までに収集した資料からは疑問を提起せざるを得ず、今後、追求すべきである。

本報告で、盆に来る先祖はいわゆる家の死者だけではなく、もっと広い範囲の霊であり、そ

れは古層の民俗であると想定したが、さらに全国の事例を集めて検討する必要がある。 

 

５．「施餓鬼会」の再検討の必要性 

 また、大分県では「無縁供養」という名の先祖供養が行われていたが、「村施餓鬼」とい

われる先祖祭も愛媛県だけでなく全国的に行われている可能性がある。今回の調査で施餓

鬼のデータも収集してあるが、これらのデータも本報告書に載せることはできなかった。今

後も全国データを収集して検討する必要性を感じている。 
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６．先祖を祀る山・死者が集まる山についての再検討の必要性 

 年忌明けした仏・霊が何処へ行くのかについては本報告のデータでは取り上げたが、東北

地方のハヤマや森の神、福井県のニソの杜、中国地方の藪神、藪荒神、荒神、荒神神楽（牛

尾 1985）、塚神、鹿児島県のモイドンなど、死者が行く山、祖霊が行く山については、今回ほ

とんど触れなかった。先学の蓄積も多いため、今後、全国的なデータを収集する中で、これ

らの民俗事象とも考え合わせて行かなくてはならない。ただ、祖先祭祀の典型例と目される

ニソの杜の起源について、もともと先祖祭祀から始まったのか地縁祭祀から始まったのか

という議論（金田 1991）は大変興味深い。  

 

７．民俗の知恵を現代に応用すること 

 「イエ亡き時代」（鈴木・森 2018）と言われている現代において、いまさら過去の先祖祭祀

や家の先祖の検討ではないだろう、と仰る方もおいでになるかもしれない。しかし、イエが

亡い時代であるからこそ、日本の国内には古い墓石を倒したり処分してきた地域があるこ

と、位牌も捨ててしまう民俗があることを知らしめ、その範囲は検討の余地があるものの、

先祖はもともと「家を超えた」集団的先祖であり血縁だけで守ってきたわけではないこと

を、あらためて確認する価値はあろう。日本文化の中にあった「絆」は「家」で表される血

縁だけではなかった。 

 「現在、我々は、墓制・供養の大きな変容に直面している。従来考えられてきたような“家”

の変容・崩壊がひきがねとなってそれがおきていることはだれの目にも明らかである。菅島

に見られる、家を超えた、地域に根ざす祖霊観・祖先供養のありかたは、その意味でも、我々

に貴重な示唆を与えてくれるであろう。」（義江 1991 45 頁）との考えに全く同感である。「先

祖」が「家の先祖」に限定された結果、家の子孫によって継承されない「先祖の墓」の問題

がクローズアップされているのである。 

 「無縁」という語だけでなく、墓のあり様、先祖を祀るあり様は、決して一様ではないこ

とを、国内には様々な習俗があることを、民俗学を志す者は広く知らしめる努力をすべきと

考える。一元化、固定化した常識が多くの人を縛っている。地域的なバリエーション、ある

いは古層の民俗の考え方を知り、それらを今に応用することもできよう。仮に古層の先祖祭

祀が双系的であったとするならば、現代に現れている「双系化」した両家墓（井上 2003）の事

例は、さしずめ「先祖返り」と言えようか。過去の考えを、民俗を知り、これからの社会を

生きるための知恵として活用していくべきと考えている。 
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《資料編》(以下、目次のみ) 
Ⅱ．地方自治体誌・民俗誌・民俗報告書からの抜き書きデータ 

分類番号一覧･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

データ１.年忌明け後、無縁・無縁仏になる 分類番号 009 地図１･････････････････････ 

データ２.年忌明け後、ミサキになる 分類番号 049 地図１･･･････････････････････････ 

データ３.自分たちが分からないほど前の死者・先祖を無縁という  

         分類番号 141 地図１････････････････････････････････････････････････････ 

データ４.年忌明けるとこの世とのつながりが無くなる、この世と縁切り  

         分類番号 094 地図２････････････････････････････････････････････････････ 

データ５. 年忌明け後、家の仏でなくなる・家を出て行く  分類番号 039 地図２････････ 

データ６.年忌明け後、魂は消える 分類番号 060 地図２･････････････････････････････ 

データ７.年忌明け後、仏さまは亡くなる・仏の一生が終わる 分類番号 110 地図２･････ 

データ８.年忌明け後、仏・寺との縁が切れる、トムライが切れる  

     分類番号 090 地図２････････････････････････････････････････････････････ 

データ９.年忌明け後、位牌を寺に納める 分類番号 032-01 地図３-1･･････････････････ 

データ 10.年忌明け後、位牌を川などに流す・捨てる 分類番号 032-02 地図３-１･･･････ 

データ 11.年忌明け後、位牌を焼く 分類番号 032-03 地図３-１･･･････････････････････ 

データ 12.年忌明け後、位牌を三界万霊塔に納める 分類番号 032-04 地図３-１･････････ 

データ 13.年忌明け後、位牌から戒名を抜く 分類番号 032-05 地図３-１･･･････････････ 

データ 14.年忌明け後、位牌を天井に上げる 分類番号 032-06 地図３-１･･･････････････ 

データ 15.年忌明け後、位牌を墓に埋める・墓に置く 分類番号 032-07 地図３-２････････ 

データ 16.年忌明け後、位牌を氏神に納める 分類番号 032-08 地図３-２･･･････････････ 

データ 17.年忌明け後、位牌を石地蔵に納める 分類番号 032-09 地図３-２･････････････ 

データ 18.年忌明け後、位牌を繰り位牌・位牌箱に入れる 分類番号 032-10 地図３-２････ 

データ 19.年忌明け後、墓石を無縁墓に納める・古い墓石を無縁仏にする 

分類番号 133 地図 4･･････････････････････････････････････････ 

データ 20. 年忌明け後、墓石を倒す・埋める 分類番号 031 地図４････････････････････ 

データ 21. 年忌明け後、墓所・墓石を再利用する 分類番号 116 地図４････････････････ 

データ 22. 50年経つと墓石の魂が抜ける  分類番号 137 地図４････････････････････････ 

データ 23. 年忌明けで、仏さんをきれいにする 分類番号 114 地図４･･････････････････ 

データ 24. 年忌明け後、氏神になる 分類番号 078 地図５････････････････････････････ 

データ 25. 年忌明け後、屋敷神になる 分類番号 037 地図５･･････････････････････････ 

データ 26. 年忌明け後、家の神になる 分類番号 082 地図５･･････････････････････････ 

データ 27. 年忌明け後、ダイジョコサン（先祖神）になる 分類番号 154 地図５････････ 

データ 28. 年忌明け後、小一郎様(先祖神)になる 分類番号 058 地図５････････････････ 

データ 29. 年忌明け後、ウッガンサマ(内神・氏神・祖先神)になる  

          分類番号 121 地図 5･･････････････････････････････････････････ 

データ 30. 年忌明け後、オシラサマになる 分類番号 129 地図５･･････････････････････ 

データ 31. 年忌明け後、権現様になる 分類番号 085 地図５･･････････････････････････ 

データ 32. 年忌明け後、仏壇のお留守居さんになる 分類番号 127 地図５･･････････････ 

データ 33. 年忌明け後、天に昇る 分類番号 081 地図６･･･････････････････････････････ 

データ 34. 年忌明け後、鳥になる 分類番号 077 地図６･･････････････････････････････ 

データ 35. 年忌明け後、高天原に行く 分類番号 111 地図６･･････････････････････････ 

データ 36. 年忌明け後、あの世へ行く 分類番号 096 地図６･･････････････････････････ 

データ 37. 年忌明け後、霊の本体に帰る 分類番号 117 地図６････････････････････････ 

データ 38. 年忌明け後、遠い国へ行く 分類番号 093 地図６･･････････････････････････ 

データ 39. 年忌明け後、土になる 分類番号 035 地図７･･･････････････････････････････ 

データ 40. 年忌明け後、土地の神になる・ジノカミになる 分類番号 038 地図７････････ 

データ 41. 年忌明け後、山で休む 分類番号 080 地図７･･････････････････････････････ 

データ 42. 年忌明け後、山の神になる 分類番号 028 地図７･･････････････････････････ 

データ 43. 年忌明け後、シバ神・シバ仏になる 分類番号 122 地図７･･････････････････ 

データ 44. 年忌明け後、家の仏でなくなる・家を出て行く 分類番号 039 地図８････････ 
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データ 45. 年忌明け後、仏になる・力のある仏になる 分類番号 048 地図８････････････ 

データ 46. 盆には年忌明け前の仏の数の箸・膳を供える 分類番号 136 地図８･･････････ 

データ 47. 盆は無縁仏を祀るのが本分 分類番号 099 地図９･････････････････････････ 

データ 48. 無縁仏を盆に祀る 分類番号 134 地図９･････････････････････････････････ 

データ 49. 精霊棚に無縁仏を迎える 分類番号 140 地図９･･･････････････････････････ 

データ 50. 無縁仏を精霊と呼ぶ 分類番号 125 地図９･･･････････････････････････････ 

データ 51. 餓鬼もご先祖様 分類番号 138 地図９･･･････････････････････････････････ 

データ 52. 祖霊自体が悪しき霊 分類番号 139 地図９･･･････････････････････････････ 

データ 53.年忌明け後、神になる 分類番号 034･･･････････････････････････････････････ 

データ 54.年忌明け後、生まれ変わる 分類番号 040･･･････････････････････････････････ 

データ 55.年忌明け後、先祖になる 分類番号 036･････････････････････････････････････ 

データ 56.年忌明け後、石仏になる・石仏を立てる 分類番号 027･･･････････････････････ 

データ 57.家を超える祖先観 分類番号 147･･････････････････････････････････････････ 

 

Ⅲ．調査報告：在ペルー国日系人社会の無縁供養と先祖供養 

１．調査目的・調査経緯･･･････････････････････････････････････････････････････････ 

 【調査目的と調査期間】･････････････････････････････････････････････････････････ 

 【調査経緯】･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

２．在ペルー日系人の寺と墓･･･････････････････････････････････････････････････････ 

 ２-１．ペルー移民歴史の概要････････････････････････････････････････････････････ 

 ２-２．初期日系人移民の墓地・無縁供養塔と寺････････････････････････････････････ 

 【墓地・無縁供養塔の概要】･････････････････････････････････････････････････････ 

 【ペルー国内の仏教寺院の概要】･････････････････････････････････････････････････ 

 【カニエテ市 カサ・ブランカ墓地・無縁塔と慈恩寺の歴史】･･･････････････････････ 

 【スーペ市 サン・ニコラス墓地と慰霊塔の歴史】･････････････････････････････････ 

 ２-３．寺と供養塔で行われる行事････････････････････････････････････････････････ 
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